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１ 策定の趣旨

• 横浜市環境管理計画は、「横浜市環境の保全及び創造に関する基本条例」に基づく総合計画
です。

• 環境に関する施策を総合的かつ計画的に推進するための計画で、環境分野の中長期的な目標
や方針を示します。

• 現行の環境管理計画は令和７年度末で計画期間が終了となるため、 令和22年度（2040年度）
を目標年度とする新たな計画を策定します。

• 環境創造審議会の答申などを踏まえ、素案を作成しましたので、報告いたします。
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２ 新たな計画の特徴

• 行政はもとより、市民・企業の取組の指針と

なるような内容・文章表現・デザイン

 市民目線で伝わる表現に

 ボリュームを減らし、重要な部分を

よりわかりやすく

計画作成の
コンセプト

計画の
推進方法

• 基本的な理念や大きな方向性を共有していく計画とし、

具体的な取組（目標・施策等）については個別計画※で推進
※ 地球温暖化対策実行計画、水と緑の基本計画、ヨコハマ プラ5.3計画、

生活環境保全推進ガイドライン等

表紙のイメージ
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３ 新たな計画の構成

第１章 未来の横浜の環境は

第２章 地球環境の危機

第３章 「横浜の環境」の目指す姿

第４章 目指す姿の実現に向けた方針

方針１ 気候変動への対応

方針２ 自然資本の保全・活用

方針３ 循環経済への移行

方針４ 人づくり

第５章 横浜市環境管理計画について

環境課題を自分ごと化
するための導入

将来像の提示

取組の方向性
世界と日本の
環境の現状

• 世界的な環境の課題である「カーボンニュートラル」、「ネイチャーポジティブ」、
「サーキュラーエコノミー」と、それを支える「人づくり」という４つの視点から目指す
姿（第３章）を描き、それを実現するための４つの方針（第４章）、という構成

• 環境問題を身近に感じていただけるよう、わかりやすいメッセージやイラストで表現

計画の位置づけなどの
基礎的な情報
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第１章 未来の横浜の環境は

• 計画の導入として、環境課題を自分ごと化してもらうため、横浜の環境の「環境を大切にした未来」と
「環境を大切にしない未来」をイラストで記載

豊かな自然や
生き物を
身近に感じられ、
人々の癒しと
なっている

気温の上昇が
抑えられている

食糧供給や
災害防止など
様々な自然の
恩恵を
受けられている

誰もが快適な環境を
実感できている

資源・エネルギーの
循環が確立し
安定した生活が
おくれている

気温が大幅に上昇し、
酷暑になる

身近なみどりが
減少し、
癒し・心地よさが
失われている

大規模な風水害が
増加している

資源・エネルギー
需要が増大し、
供給不足や
廃棄物の増加が
深刻化している

農作物、
海産物への
悪影響が
出ている

環境を大切にした未来
みんなで環境課題に取り組んだら、きっとこんな未来になる

環境を大切にしない未来
みんなで環境課題に取り組まなかったら、きっとこんな未来になる



第３章 「横浜の環境」の目指す姿

自然と共に自分らしく、心地よく暮らせるまち

• 2040年の「横浜の環境」の目指す姿と、それを構成する４つの暮らし、それらを実現するための４つの方針

暮らし１

気候変動に対応し
脱炭素が日常や地域に

浸透している暮らし

方針１ 気候変動への対応

暮らし３

シェアと循環の
仕組みで築く

人と自然にちょうどよい暮らし

方針３ 循環経済への移行
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未来を育む
人と人とのつながりや学びに

あふれる暮らし

方針４ 人づくり

暮らし４
暮らし２

環境を賢明に保全・創出し
自然の恵みを享受できる

健康で快適な暮らし

方針２ 自然資本の
保全・活用



第４章 目指す姿の実現に向けた方針
方針１：気候変動への対応

政策1-1 脱炭素社会の推進

１ 市民の行動変容
２ 事業者の行動変容
３ 脱炭素イノベーション
４ 市役所の率先行動

■趣旨・ポイント
• 社会・経済を構成する様々な分野と関わりが深く、多くの環境課題の解決に密接に関連する

取組として、引き続き、気候変動への対応を推進
• 具体的な取組は「横浜市地球温暖化対策実行計画」により推進

政策1-2 気候変動への適応

１ 気候変動による災害への対策
２ 命と健康を守る暑さ対策

（概要）
脱炭素が日常や地域に浸透したカーボンニュートラル社会の実現に向けて、温室効果ガスの排出を削減する
緩和策と、気候変動の影響による被害を回避・軽減する適応策を推進します。
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政策2-1 安心・安全で心地よく過ごせる生活環境
の実現
１ 生活環境の確実な保全
２ より良好な生活環境の創出
３ 市民・事業者等との共創の推進

（概要）
自然の恵みを将来にわたって享受できる健康で快適な暮らしの実現に向け、良好な生活環境の保全・創出を
進めるとともに、自然環境の保全・創出などネイチャーポジティブに資する取組を進めます。

政策2-2 自然環境の保全・創出

１ 緑の保全・創出
２ 良好な水環境の創出
３ 生物多様性の保全・回復の基礎となる取組

政策2-3 自然の恵みへの理解と環境行動

１ 環境行動の実践に向けた普及啓発
２ 生物多様性に配慮した経済活動

政策2-4 自然環境を生かした魅力づくり

１ 水・緑による魅力づくり
２ 横浜らしい自然環境のプロモーション

■趣旨・ポイント
• 2022年に採択された世界目標を踏まえ、「ネイチャーポジティブ社会の実現」に向けて、自然

資本の保全・活用を推進
• 引き続き、環境管理計画を「生物多様性地域戦略」としても位置付け、本方針を軸に推進
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第４章 目指す姿の実現に向けた方針
方針２：自然資本の保全・活用



政策3-1 循環型の暮らしと経済活動の推進

１ 資源の循環利用
２ 持続可能な生産と消費
３ 持続可能な建築物
４ 地域とつながる都市農業

（概要）
環境になるべく負荷をかけない循環型都市の実現を目指し、ライフスタイルやビジネススタイルを循環型へ
転換することで、サーキュラーエコノミー（循環経済）への移行を進めます。

政策3-2 グローバルな循環型都市の実現

１ 物質循環の流れの「見える化」及びグローバル
な循環型都市の実現

■趣旨・ポイント
• 資源・エネルギー需要の増大などが世界全体で深刻化しており、環境・経済の両面から持続可

能な社会の実現が必要
• 従来の直線的な経済モデル（リニアエコノミー）から、資源を循環させ新たな資源やエネル

ギーの投入を減少させていく「サーキュラーエコノミー（循環経済）」への移行を推進
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第４章 目指す姿の実現に向けた方針
方針３：循環経済への移行



政策4-1 未来をはぐくむ人を育てる

１ 多様な主体と連携した広がりのある環境教育
２ 体験活動の機会の充実及びICTの活用
３ 環境に関する情報の収集・提供

（概要）
持続可能な社会の実現に向け、あらゆる主体が環境問題を自らの課題として認識し、協働・連携して環境教
育・普及啓発を行うことによって、自ら考え、環境にやさしい行動を実践することができる人の育成を進め
ます。

政策4-2 未来をはぐくむつながりをつくり、環境
活動を広げる

１ 環境活動の活性化
２ 対話と協働の促進

■趣旨・ポイント
• 多様な環境課題の解決を進める「人づくり」を推進
• 国の「環境教育等の推進に関する基本的な方針」を踏まえ、多様な主体との対話と協働やICT

の活用などの取組を強化
• 引き続き、環境管理計画を「環境教育等行動計画」としても位置付け、本方針を軸に推進
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第４章 目指す姿の実現に向けた方針
方針４：人づくり



４ 今後の予定

• 今後、パブリックコメント等を行い、いただいたご意見を踏まえて原案を作
成します。

• 令和８年度に常任委員会で原案をご報告後、策定・公表の予定です。

令和４～５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

（１定） （２定）（３定）

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト

環
境
創
造
審
議
会

諮
問

環
境
創
造
審
議
会

報
告

市
会
定
例
会

計
画
素
案

市
会
定
例
会

基
本
的
な
考
え
方

策
定
・公
表

市
会
定
例
会

計
画
原
案

環
境
創
造
審
議
会

答
申

11



 

 

横浜市環境管理計画 

（素案） 

別紙 



1 2



 

3 4



 

5

 
 
 
 
 
 

 

 

 
  

6



   

7 8



9 10



11 12



13 14



15 16



 

17

 
 
 
 
 
 

 

18



19 20



  

21 22



23 24



25

 
 
 
 
 
 

 

 

26



27 28



29 30



31 32



33 34



35 36



37

 
 

 

 

 

 

 
 
 

38



39 40



41 42



43 44



45 46



47 48



49 50



51 52


	03-1【資料】新たな横浜市環境管理計画（素案）について.pdf
	★【修正版】横浜市環境管理計画（素案）（閲覧用） 1.pdf
	目次
	横浜市環境管理計画（素案）別
	第１章　未来の横浜の環境は
	１　「横浜の環境」の未来を考える
	２　横浜の環境の歩みとその先へ

	第２章　地球環境の危機
	１　地球環境の今
	２　加速する世界と日本の動き

	第３章　「横浜の環境」の目指す姿
	１　2040年の「横浜の環境」の目指す姿
	暮らし１　気候変動に対応し、脱炭素が日常や地域に浸透している暮らし
	暮らし２　環境を賢明に保全・創出し、自然の恵みを享受できる健康で快適な暮らし
	暮らし３　シェアと循環の仕組みで築く、人と自然にちょうど良い暮らし
	暮らし４　未来を育む人と人とのつながりや学びにあふれる暮らし


	第４章　目指す姿の実現に向けた方針
	１　４つの暮らしの実現に向けた方針
	方針１　気候変動への対応
	方針２　自然資本の保全・活用
	方針３　循環経済への移行
	方針４　人づくり

	２　取組の基本姿勢～みんなで考え行動する～

	第５章　横浜市環境管理計画について
	１　計画の位置づけ
	２　計画期間
	３　策定の経緯・考え方
	４　計画の推進体制
	５　環境配慮の指針





